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生物多様性と仔稚魚

はじめに

世界的な稚魚研究者であった米国の故オール

ストローム博士は，｢～の種類および豊度｣とい

う表題の論文をいくつか発表している。これら

は稚魚群集を分類学的な基礎のしっかりした資

料を基礎に，総体的にとらえる必要があること

を強調していることは明らかである。今にして

思えば，稚魚研究においても近年注目されてい

る｢生物多様性（Biodiversity またはDiversity）｣の

概念を視野にいれることの大切さを示唆してい

た訳である。

さて，｢生物多様性｣は今や流行語になった感が

ある。書店の一角には「多様性」を謳った書籍が

所狭しと並んでいる。誰がこれほど大きな変化

を予想しただろうか。この現象は，ブームと言

っても差し支えないほどであるが，それにして

は抱含する問題も余りにも多様である。

わが国でも，2002年には，新・生物多様性条約

が策定されて，本格的な生物多様性時代を迎え

た感がある。先頃，わが国で｢アジア太平洋生物

多様性こども会議｣さえ開催されたことなどは，

その端的な表れかもしれない。最早，それは一

種の社会的な運動へと変身しつつあるように見

える。しかし，あくまでも生物多様性は基本的

には生物学的な概念であることを忘れてはなら

ないだろう。

生物多様性とは？

さて，生物多様性とは，どのようなものなの

だろう？　先の条約ではこれを｢生物の間にみら

れる変異性を総合的に指すことばで，生態系（生

物群集），種，遺伝子（種内）の３つのレベルの多

様性により捉えられる｣と定義する。この概念は

その保全と不可分であり，その点をこの条約で

は次のように続ける：「従って，生物多様性の保

全とは，様々な生物が相互の関係を保ちながら，

本来の生息環境の中で繁殖を続けている状態を

保全することを意味する｣。生物多様性の意義

（時にはこれは多様性を守らねばならない理由に

置き換えられることがある）についてはここでは

繰返さないが，社会的な側面を含めて実に多様

な捉え方があるのは事実である。

ここでは，前半の部分を中心に話を進めよう。

実は，生物多様性については先の定義とはニュ

アンスの違う見方もある。例えば，『生物多様性』

とは野生生物全般がおかれた，ヒトの強い干渉

のもとでの危機的な現状を憂える進化学，生態

学の研究者が，その問題を社会に広く訴えるた

めに考案した一種のキャッチフレーズである｣

（鷲谷，2001）とする，ややうがったものさえあ

る。先に指摘した社会的な広がりは多分にこの

ような定義と無関係ではないのだろう。

とにかく，生物多様性の問題は余りにも対象

が広すぎて，具体的に捉えにくいためか，つい

抽象的な話が多くなる傾向がある。混乱を避け

るためにも，最初の定義における3つのレベルを

基礎にして議論を進めることが大切だろう。ち

なみに，私の手元にあるアメリカの魚類学教科

書の表題は｢魚類の多様性（The Diversity of

Fishes）｣である。この一例からも，話を整理しない

と，多様性論議が収拾の付かないものになること

が分かる。

顧問　沖山宗雄

沖山顧問は，長年にわたり魚卵や稚仔魚に関する分類学的，生態学的研究をされてきました。現在では，環境審査

顧問として，数々の環境影響評価に携わっておられると共に，平成15年４月より当研究所の顧問として，調査・研究に

ついてご指導頂いております。今回は，「生物多様性」の視点から魚卵や稚仔魚に関する調査・研究の重要性，難しさ

についてご寄稿頂いたので，本ニュースでご紹介いたします。
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生物多様性をどう捉えるか？

一応，多様性は3つのレベルで捉えられるとな

ってはいるが，普通は種レベルを対象にした｢種

数多様性｣を中核にして話が進められることが多

い。具体的な捉えやすさと保全問題との接点が

見えやすいことで，そうなるのだろうか。しか

し，何故動物界で昆虫の種類が圧倒的に多いの

かについても，その原因論には生態的地位のこ

とから，太陽エネルギー量，地質学的スケール

まで俎上に載る程で，この問題はきりもなく奥

深く，一口に種数多様性と言っても実態はなか

なか複雑である。我々が種数多様性を問題にす

る場合に，｢整備された｣種名（動物相）リストを

用意することが先決であることは言うまでもな

い。勿論，｢整備された｣とは，より信頼の置け

るデータベースの構築を意味している。

近年，生物多様性の問題に関連して，この種

の作業への関心が高まり，世界的な規模での基

礎情報の充実に向けた努力が続けられている。

ところが，この作業の過程で，データベース作

成に使用された資料における種名の信頼度が問

題になっている。冒頭に紹介した故オールスト

ローム博士の出身地，米国は流石にこの問題へ

の関心が非常に高く，多様性に関連したプロジ

ェクトにおいて，分類学者を動員してこの問題

が検討された。その結果，例えば，バミューダ

近海から報告された魚種では11％が誤同定であ

ったという衝撃的な指摘があった。最も良く研

究されている魚類にしてこの状態であるから，

他の海生動物群の実態は推して知るべしという

ことである。基本的にはわが国でもこの状況は

共通するだろう。これには分類群や分類研究者

の層の厚さの違いから，対象の発育段階などい

ろいろな条件が関係していることは明らかであ

り，対象を私の専門とする魚卵や仔稚魚に限っ

てみても，発育段階の違いが大きな障害になっ

ていることは常々痛感されるところである。一

口にデータベース構築と言っても，その基礎は

まだまだ脆弱なのである。

環境影響評価における生物多様性

ここでは発電所に係る環境影響評価の場合を

考えてみる。その手引書には極めて広範にわた

る生物学的調査要目が挙げられているが，生物

多様性という言葉は，生物を対象にした環境要

素の区分において，｢生物の多様性の確保及び自

然環境に体系的保全を旨として，・・・｣として使

われている。この区分はさらに動物，植物，お

よび生態系に分かれるのは周知の通りである。

ここで種数多様性に関係する項目は，例えば，

魚類その他の主な動物（水生動物）は動物相の状

況を調査することである。生物多様性のもう一

つのレベルである生態系は，少なくとも海域に

おける調査対象から外されている。卵・稚仔に関

しては，｢魚等の卵・稚仔の主な種類及び分布の

状況を調査する｣ことになっており，「卵・稚仔の

種の同定については，現時点では技術的に困難

な場合が多く，不明種の存在することは止むを

得ないが，不明種についても形質により区分を

行なうことが望ましい」とされている。ここには

先に述べた種同定に関係する発育段階の問題点

が，具体的に指摘されている。さて，種の同定

には技術的な限界があることは認めよう。海域

によってはほとんど卵の同定が出来ない事例が

多いことも確かである。しかし，生物多様性と

いうコンテクストにおいて，種数多様性を核に

して（勿論，生態学的な情報も含めて）議論を進

めるというのであれば，ここのところの基礎作

りにこれまで以上に努力しても良いのではない

だろうか。正確な種の同定は，あきらめてはな

らない命題なのであるから。
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